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流星十月樹報告RepOrt，　MeteOr　SeCtiOn（58）

　　　　課長　小愼孝二鄭（K・1く・m・1・i）

　今国の月例報告は七月及八専のものを一個口て登表するつもりでるたが，自分の病

癖や其他の關係で全部が出來ず，七月分だけに止めることにした．・八月分のもので，

なほ未着のものも多少ある・七月の報告をするに當って先づ特筆すべきは康島縣の片

田，吉井爾氏の努力である・全観測蒔籔一個刀に66時間（一日雫均二時間絵）といふ奄

闘振りは實に今までのレコ1ドであらう．

観測者及び観測鞍（Summa・y　f・r　Julア，互932）
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此の外に愛援縣川之石の是澤三郎氏より火球の報告があった，
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観測の概略　（Daily　summary　of　observations）
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　　　　　　　　れ0．3　23．92K－Y　120　26

　　24，09　　ク　　　150　11

　　24．93　　ク　　130　18

　　25．ユ3　　ク　　　120　ユ7

　　25．94　　ク　　　120　　8

　　26．12　　ク　　　ユ40　24

　　26．94　　ク　　　90　12

　　27．11　　ク　　＝120　31

　　28．10　　ク　　　135　31（2）

　　29．15　ク　　　　60　21（4）

　　28．96　　ク　　135　34

　　29．96　　ク　　　90　18

　　30．11　　ク　　　180　59（7）

　　30・95　　ク　　　90　20（2）

　　31．10　　ク　　180　56（5）

　　31．93　　ク　　　195　64

備考　括弧内は水瓶座δ流星群に薦するもの玉藪である・

　　　菅オ野重雄氏共同

　　　　　　　流星蘇の出現擬況　（N・tes・n　apParitions　of　swarms）

　（1）ペルセウス流星群　（Perseid）

　七月の二十Hを過ぎる頃から吉井，片山爾氏の観測申に此の群の流星が見えてみる．

28日以後の筆者の観測にも幾分親測されてるるが，光度の強v・ものも二三あった様で

ある・特に著しい出現はなかった．

　（2）　　フk瓶座δ流星君羊　　（δ一Aquarid）

　これも八幡氏，吉井，片山爾氏及び筆者等によって可成よく期日された．最も出現

の多かったのは29日であった・この流星群の出現は八刀の上旬にまで及んでみるので

七月のみの潮測丈では極大は知れない・あま！　rgしい出現でなく一時間10個以下の程

度である・

　（3）其他の流星群　（other　swartns）

　七月上旬3日より5日に互つで，片山，吉井雨氏はヘルクレス二丁附近に出現する流

星群を襯測されてるる．出現の程度も可成りものであって一時間5個の程度である・

　鳥取縣の本田氏は4日夜に狐座流星群の出現を見られてるる．
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　明知山の窪田氏は21E及び30日の爾夜，琴座Ct流星群の出現を襯測されてるる・

　七月下旬よJV八月上旬に互って出現する空シオ〈eヤ流星群は比較的微光度の流星よ

り成る流星群であるが，佐野氏は26日夜30個の流星を一時間牟の槻測より認められ，

立派な曹射嵩を得られてみる・

　　　　観測より誘導したる輻射貼　（Radiants　derived　from　observations）
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　　　　　　　観測さあたる大流星　（Bright　meteors　observed）
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　　　　　　　　　　　黄　道　光　課報　告

　　　　　　　　　　　　課　長　　荒　木　健　見

　八月！　愈々L同年「を迎へて課は緊張した・この頃の黄道光襯測は曉の東天である・

月明の關係で，月の引戸及び月末に槻測の機會があったが，天候は概してよろしくな

く，充分の成績をあげ得なかったのは蔑念である．封日照の位置は，銀河をはなれ且
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北になって來るから，次第に襯測に都合よくなる．

　　　　　　　　　　　　　　襯　測　の　概略
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　　　　　　　　　　　　　黄溢光の出現擬況

　D。2日の曉，2時少し前から既に認められたが，光はあまり強くならなかった・う

す）・卵色の濁った感じがあった．全野の形は細長く，去年の同じ頃に山口縣小郡のlh

田町のスケッチと酷似してみるのが面白）・，底部は銀河と金星とのためtcわからなか

ったが，かなりの漕長を認めたのは太陽の中央にあった大黒黒占の影響であらうか？私

以外に潮測がないからわからない．（花山急報第2號，第3號，；課逓信第14號）

（2）．小横流星欝欝は，3陛剛h縣津山市で，麟が水瓶星座戯する見事曲道光

を見られた由である．同期福知山の佐々木君は，時刻が少しおそかったxめ認められ

なかったのはをしい．働小棋課長は，14日曉和歌画縣金屋で見られたが，9日曉よ

り　V，th．淡いと知らせて）・ただ・・た．（花山急報第4號課通信第14號）

　3）．中旬の太陽黒黙は活動を弱めたが，黄道光はかなり明るかったやうである．11，

14の即日は訓辞，佐々木雨君が襯測ぜられた古1購慧は幅1．0度をこえる光箒をスケヅチ

して居られる．佐々木君が光幣をとられなかったのは街光のためと思はれる・殊に工4

日のスケッチは實に立Mxなもので，熟練と勲心の程が伺はれて愉庚である・（花由念報

第4號，課通信第14號）

　4）．31日曉は課の同時観測の計書であったが，淺野君だけ働かれた・銀河のため上

部だけのスケッチを見ると，北側は殆んど黄道に並行してみることに注目される・こ

れは古畑君及び私のスケッチtcも見禺されることである，

　5）．札幌の下保君は八刀はじめから曉天を注意して居られたが，未だ認められない・

ただ13日嶢それらし）・ものを見たといふことであった．北國の東天は未だ困難らしい・

（花山急；報第6號）

　6）．西天の襯測は一個もな）．・・南國で注意すれば牧獲はあるであらうが，塁薄の田

端君が八月の上4塘内地に逸られたので，珍しい状況がきかれなかった．

　　　　　　　　　　　　　封日照の出現蟹況

　1）下保君は26日22時Fこ，反大陽蹴の位置よ陳北につaて，擶圓形をスケッチせ
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られた．水瓶星座の東部である・光は淡いけれども比較的蛮見し易いといふことであ

った・（花山急報第6號）

　2）、坂元君は三回を逓じて夜牛近）’時刻に観測されてるる・形は美し）・圓形で小さ

い．注意すべき黒占はその申心黙が西につれてみることである．急調はみとめられてる

ない，（花山急報第8號）

　　　　　　　　　　　　　怪　　光　　現　　象

　黄道光や封日照に關係があると）・ふのではないが，課で注意してみることであるか

ら，報告につけ加へておきたv㌔

　D・大阪府池田の馬蝉君は，ユ0日の皆，19時ユ0分から，東天の地手線より分離して，

牽牛星のあたりを中心として，二四〉・天頂に及ぶ淡紅色の光輝物をスケッチされ・併

せて浩長及び攣動を認められた・月齢8．0の月が西南の空にかかってみたのである・

　2）・岐阜縣美濃の廣瀬君は，12日の皆，18目寺58分頃から，東天の雲の間に，薄桃色

の非常に明瞭な三本の放射状の光をスケッチされた・月齢10・0か月が南天にかかって

みたのである・（以，上）

黄撹光と夜空の明るさ
（The　Zodiaqal　Light　and　the　Luminosity　of　the　Night　Sl〈y＞

　　　　　　K・R・Ramanathan，（Poona市）

少と共・・，・の線も亦段搦くなる・と」・1読する・と購勅醐である．〔黄翫

わかった．光の強さは午後8時から夜牛まに果渣信よの

　黄道光のスペクトルは　Lick天丈塁の

Fathが撮ったが，彼はフラウンホ1フエル

G線，H及びKの混合する線があること
を認め，他の如何なる輝線をも認めなかっ

た．彼はそこで太陽光線の反射なることを
結論した．PoOna（18。31！N）に於て，　F1．5

91ass　spectrographでS・P・Venl《ateswaran

氏の助力により組立て，非常に澄んだ夜，黄

道光のスペク！・ルの篇眞をとった，Mimosa

extreme　orthochromatic乾板が急速度：に最も

良v・ことがわかったから，O．7mmのslitの

幅で，一時間の露出で，夜空の5577Aの線
を検出するのに充分力強〉・ものであった．．

　Spectrographが地李線上約25。の角で黄

道光に向けられ，一時間叉は一時間牛の露

出で，太陽が塩池線下約20。のあたりから

はじめて，薮三連下して撮ったが，5577A

の線は強くあらはれ，黄道光の明るさの減

でに（12月）約三分の一ec減少し，その後は

多少幾ってるた．

　黄道光の背景になってみる空の明るさ
は，この結果に影響iするにはあまりに小さ

いものである・北方の，或は南北の空に，

線色線の強さは大騰一定で，僅かに攣化が

あるが，これは只今研究中である・Mc・一

Lennanや彼の共同者Lord　Rayleighによ

り注意された夜牟の最大は，これ等の緯度

の地に於ては全く明かでない・

　これ，襯測により，夜空の明るさと黄道

光の明るさとが根本が同一のものでないで

あらうかとの疑問が起る・5577Aなる線色

線の存在を黄道光に認めること，即ち地球

から非常に遠いところで原子状の酸素の存

在は，Hulburtの黄道光の理論の見地から，

非常に興味あることである．

　光度計的野測ec・kり．この問題を決定せ
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　　　　　太陽課より
　　　　　　幹事代理（亀井）

〇十月分の槻測を御報告いたします・

　槻二上の興味は黒黒占の多少に正比例する

と聞）・てるますが，この心理は一般に肯定

されるでせうから，：甚だZF穏で攣化の乏し

かった前月の太陽面に比し此月の太陽面は

やX活呪を呈しましたので，二三は愉快に

行はれたことX思はれます・黒貼も観測上

の興味と共に極小期に近い状態ですが，課

の登展は反野の現象を示しつNあ1）ます．

即ち，塁上の松本氏と大分縣の渡邊氏とが

新に課の一員となられ，前號にて既に報告

の通り九月より素謡されてるます・改めて

御紹介v・たします衣第，叉，大垣市の森氏

も此月より大いに努力して連績襯噛すると

意話込んでみる熱心家です．なほ叉，静岡

縣の清水氏，埼玉縣の笹川氏，姫路市の宮

本氏よりも，遠からぬうちに二二を始める

ため目下準備中との御目知に接してゐま

す・甚だ喜ばしい次第であります．

〇十一月分を御報告下さる際に，二三鏡の

口径，倍傘，旧び屈折，反射のいつれなる

かを，叉，三段は直覗，投影のいつれの方

法なるかを御記入願ひます．襯測者表を掲

載したV・からです・

Q津市の新進濁言忌幡上俊夫氏はJIL月22日

回訓にて御死去の由御通知がありました．

謹んで哀悼の意を表します．

〇九月分大橋氏は落手しました．

　○極年のための窺眞襯測は次の通りでし

た・九刀の槻測日”B　16日，撮影数29枚，＋

1月の二三日工18日，撮影藪34赦．


